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〔1〕
この書物は， その優れた論文によっていま最も注目されている MITのP.R.Krug-
manヵもこの10年間に発表してきた "NewTrade Theory"に関する論文をまとめたも
のである。 1980年代は，国際経済学の分野でも多くの前進がみられたが，とりわけ次の2
点が重要であると思われる。その1つは，国際経済学の分野で dualapproachが定着し
たことであり， 今1つは， Increasing Returus to Scale, Imperfect Competition, 
Product Differentiationのもとでの貿易モデルの定式化がなされたことである。・前者に
ついては， A.K. Dixit & V. Norman, Theory of International Trade (1980)と，
A. D. Woodland, lnter"!ational Trade and Resource血 ocation(1982)が大きな貢献
を果しており， 後者については，前述の Dixit& Normanの書物と E.Helpman & 
P. R. Krugman, Market Structure and Foreign Trade (1985)によるところが大き
い。 Krugmanは特に後者の側面で大きな貢献を果しているのであるが， この書物は
Krugman自身によるオリジナルなペーパーを中心に，さらに新たに書かれたサーベイ論
文をつけ加えてまとめられたものである。
本書のタイトルが「国際貿易論再考」 となっているように， Krugmanは perfect
competition, constant returus to scale, homogenous productなどを仮定するこれ
までのヘクシャ オリ ・モデルに代ー・ーン って， imperfectcompetition, increasing 
returns to scale, differentiated productを仮定するモデルを用いることによって， ょ
り現実的な貿易や投資現象を説明できるような "NewTrade Theory''の確立をめざし
てきた。ここに収められている論文はいずれもそのような過程で生れたユニークなペーパ
ーである。もちろん， "New Trade . Theory"展開については， Krugmanの他に，
Brander, Dixit, Ethier, Helpman, Norman, Spencer, Stiglitzなでによる多くのペー
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パーがある。しかしその中でも Krugmanの貢献は大きい。
各国はなぜ貿易するのか，貿易パターンの決定因は何か，保護貿易政策をどのように考
えるかといった問題は，国際貿易論の基本的なテーマである。このようなテーマについて
ヘクシャー・オリーン・モデルを中心としたこれまでの貿易モデルがそれなりの答を用意
してきたことは事実である。 しかし，先進国間の Intra-IndustryTradeや直接投資の
相互交流が拡大するにつれて，これまでの貿易モデルでは十分説明できない部分が増えて
きたことも否定できない。また perfectcompetition, full employment, homogenous 
product, constant returns to scaleなどを仮定するヘクシャー・オリーン・モデルで
は自由貿易が最適政策である。 しかし現実は imperfectcompetition, unemployment, 
non-homogenous product, increasing returns to scaleなどがむしろ一般的であり，
Import Quotaゃ ExportSubsidyゃVERなどによる介入が行われている。重要な
ことは，このような保護政策が存在する理由づけを明確にすることである。 "NewTrade 
Theory"が必要とされるゆえんである。
〔2〕
本書は4部， 14章から構成されている。第1部は， 「国際貿易決定因の再考」というタ
イトルがつけられており，本書のコア部分である。ここに収められている最初の4つの論
文では， Krugmanの評価を高めたいわゆる Krugmanモデルが定式化され， その適用
がなされている。いずれも， 198哨こ代の始めに， JIE,AER, JPEなどの第一級のジャー
ナルに発表されたものである。第5章は， Increasing Returns to Scaleと貿易につい
てサーベイした優れた論文である。
第2部の3つの論文の中の最初の2つは， Journalof Development Economicsに発
表されたものである。第6章は世界各国がなぜ不均等発展をするのかを理論的に考察した
ものであり，第7章は動学的な規模の経済が国際的な特化に重要な役割を果していること
を検討している。第8章は， Vehicle Currencyの役割を扱ったもので， 本書の唯一の
Monetary Aspectに関するペーパーである。
第3部の3つの論文は， Technology と貿易に関するテーマを扱っている。技術開発
は通常不完全競争のもとで行われ，またそれは市場を不完全競争化する。さらに Increa-
sing Returns to Scaleは LearningゃRandD活動を必要とする。いずれも完全競
争市場とは違った市場構造のもとで行われる。このような Innovationゃ Technology
Transferなどがモデルにそって分析されていることに注目すべきである。
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第4部は不完全競争と戦略的貿易政策というタイトルのもとに， 3つの章から構成され
る。この中第12章の ExportPromotionのための ImportProtectionは， Krugman 
の現実志向的な視点がよくモデル化されている。保護された国内市場の存在が輸出拡大の
基礎となっているということは，これまでも実感としては理解されていた。しかしそのモ
デル化が十分でなかっただけに興味深い。第14章は産業組織と国際貿易というタイトル
で，この分野におけるこれまでの研究の成果とこれに対する著者のコメントが示されてお
り，貴重なサーベイ論文と考えられる。
以上のように，本書にはこれまでの国際貿易論でカバーしきれなくなった多くのトヒ゜ッ
クスについて，新たな分析の枠組を用意しようとする野心的な論文が数多く含まれてお
り，我々の関心をひくものばかりである。ここでは，本書のコアである Krugmanモデ
ルについて，若干コメントすることにとどめる。
〔3〕
第1に， Krugmanモデルの特徴は何といっても Dixit,A. K. and J. E. Stglitz 
(AER, 1977)タイプの効用関数を用いている点にある。それは U=エci9,0<0<1で,(}は
constantという形をしている。 ciは i財の消費を表わすので，財の種類が増えれば効用
が高まることになる。他方生産側は労働を唯一の生産要素とし， economicsof scaleを想
定した費用関数を考え，さらに完全雇用と財の需給均衡式をつけ加えたものがモデルとな
っている。結局 Dixiti-Stiglitzタイプの効用関数に， economies of scaleを仮定した
費用関数を加えた最も簡単なモデルが Krugmanモデルである。 Krugmanはこのモデ
ルを有効に使うことによって，例えば第3章で Intra-IndustryTradeを， また第9章
で南北間の貿易を考えている。 しかし Krugmanモデルの1つの問題は'(}を一定とし
ていることであろう。財の種類がふえれば， 0も高まるのではないか。 もしそうであれ
ば，その側面からも効用が高まるであろう。
Krugmanモデルの第2の特徴は，企業の数，したがって1産業の財の種類が内生的に
決定される形をとるということである。これはチェンバレン・タイプの独占的競争の長期
均衡に対応しているが， このような長期均衡は contestablemarketの理論が想定して
いる状況と同じである。 Baumol,W. J., "Contestable Market : An Uprising in the 
Theory of Industial Structure", AER (1982, March) によると， c~ntestable mar-
ketとは，「参入が完全に自由であり，退出に全く費用のかからない市場」のことである。
そのような揚合，企業数も内生的に決まるのであるが，チェンバレン・タイプの独占的競
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争の長期均衡もこのような結果を得る。 したがって， Krugmanモデルは contestable
marketのもとでのモデルであると考えることができる。
第3は， Krugmanモデルを含む一連の研究に対する評価でである。 Krugmanは本
書における理論を "NewTrade Theory" としているが， これは従来の理論がモデルの
枠外としていたincreasingreturns to scale (to the firms)やimperfectconpetition 
を陽表的に考慮していることによる。 Krugmanのいうように， それは企業レベルの
increasing returus to scaleによる productdifferentiationによって， Intra-Indus-
try Tradeや直接投資の相互交流などが説明できるという点で， "NewTrade Theory" 
と呼ぶにふさわしい側面を持っている。周知のように， 1970年代からヘクシャー・オリー
ン・モデルにさまざまなデイストーションをとり入れる試みはなされてきているが，市場
構造を陽表的に考慮したモデルの展開はこれまで不十分であった。しかし， Krugmanゃ
Helpmanらの NewTrade Theoristの登場によって，このような側面からの貿易理論
が大きく前進することになった。本書はそのための貴重な文献となるであろう。
なお DualApproachと"NewTrade Theory"をテキストレベルで扱った文献とし
て，次の2つをあげておきたい。
(1) Krugman P. R. and M. Obstfeld, International Economics, Scott, Foresman 
and Company 1988。
(2) 小田・鈴木• 井川・阿部「ベーシック国際経済学」有斐閣 1989。
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